
 

船舶事故調査報告書 

令和４年４月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 定置網損傷 

発生日時 令和３年８月２５日 １５時１０分ごろ 

発生場所 千葉県鋸南町
きょなんまち

保田
ほ た

漁港西方沖 

 保田港防波堤灯台から真方位２６５°１,４３０ｍ付近 

（概位 北緯３５°０７.９′ 東経１３９°４９.２′） 

事故の概要 プレジャーボートWIZ
ウィズ

 DREAM
ド リ ー ム

は、南西進中、定置網に進入し、同定

置網が損傷した。 

事故調査の経過 令和３年９月９日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施手続済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート WIZ DREAM、１８トン 

２３５－４６２５０神奈川、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 本船 左舷及び右舷プロペラ軸に曲損、左舷プロペラに曲損、右舷プ

ロペラ軸ブラケットの脱落 

定置網 垣網のワイヤーに切損 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南西、風速 約１２～１５m/s、視界 不 

   良 

海象：波高 約１～２ｍ、潮汐 上げ潮の中央期 

鋸南町には、令和３年８月２５日１０時１３分に波浪注意報が発表

され、本事故時も継続中であった。 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者５人を乗せ、神奈川県横浜

市所在のマリーナを出港し、保田漁港で休憩した後、同漁港を出港し

て強い南西からの風波を真横から受けないよう船首を波に立てて約 

１０～１５ノットで南西進中、定置網のブイに気付いて同ブイを避け

ようと右舵を取ったものの、同定置網に進入して推進器が絡網し、同

定置網を損傷した。 

 本船は、漁業協同組合の救助船によって定置網のワイヤーを取り除

いた後、同船によってえい
．．

航された。 

 船長は、休憩のため入港した保田漁港には多数回入港しており、同

漁港西方沖の定置網がある場所はよく知っていたが、本事故当時、同

漁港付近の気象海象情報等を確認していなかったので、予想外の風波

に対応できず、船首を波に立てることに集中して自船の位置を見失

い、気付いたら同定置網に乗り揚げていたと本事故後に思った。 

分析  

 

 本船は、波浪注意報が発表されていた状況下、船長が、同注意報を

知らない中、出航操船中、予想外の強い南西からの風波を真横から受



 

けないよう船首を波に立てることに集中して航行を続けたことから、

定置網に接近していることに気付かず、同網に進入し、同網を損傷し

たものと考えられる。 

原因  本事故は、波浪注意報が発表されていた状況下、本船が出航操船

中、船長が、同注意報を知らない中、予想外の強い南西からの風波を

真横から受けないよう船首を波に立てることに集中して航行を続けた

ため、定置網に接近していることに気付かず、同網に進入したことに

より発生したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、気象海象の情報を把握し、風波が強いことが予想される

場合、波が収まるまで出港を控えること。 

 ・船長は、風波が強い状況で出港した場合、保針に集中し過ぎるこ

となく、常時、ＧＰＳプロッターで船位を確認するとともに風波

を真横に受けないよう定置網等を避ける進路とし、また、航行継

続が困難であれば、一旦避難港に入港するか又は出港地に引き返

すこと。 

 


